
○山口ふれあい館設置及び管理条例施行規則  

平成３０年３月２７日  

教育委員会規則第５号  

（趣旨）  

第１条  この規則は、山口ふれあい館設置及び管理条例（平成１７年山口市

条例第７３号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるも

のとする。  

（利用許可の申請等）  

第２条  条例第１０条第１項の規定により山口ふれあい館（以下「館」とい

う。）の利用許可を受けようとするものは、山口ふれあい館利用（変更）許

可申請書（様式第１号。以下「利用許可申請書」という。）を指定管理者に

提出しなければならない。館の利用の許可を受けたもの（以下「利用者」

という。）が許可された事項を変更しようとするときも、同様とする。  

２  利用許可申請書は、指定管理者が特別に理由があると認める場合を除く

ほか、利用しようとする日の属する月前２か月から受理することができ

る。  

（利用許可書の交付等）  

第３条  指定管理者は、館の利用を許可したときは、山口ふれあい館利用

（変更）許可書（様式第２号）を交付するものとする。  

２  館を個人で利用しようとする者は、あらかじめ利用料金を納め利用券の

交付を受けることにより、前条第１項及び前項の手続に代えるものとす

る。  

３  利用者は、館を利用するときは、利用許可書（第１３条の規定により施

設予約システム（山口市の設置する公の施設における利用の許可の申請等



の管理運営に係る事務について電子計算機を利用して処理する情報処理シ

ステムをいう。同条において同じ。）から作成された利用許可書を含む。第

５条及び第６条第２項において同じ。）又は利用券を携帯し、指定管理者の

要求があったときは、これを提示しなければならない。  

（利用時間）  

第４条  利用者が館を利用する時間（次項において「利用時間」という。）

は、本来の目的に要する時間のほか、その準備及び原状回復に要する時間

を含めたものとする。  

２  利用者は、許可を受けないで、利用時間を超過し、又は利用時間を繰り

上げて利用を開始することはできない。  

（利用の中止）  

第５条  利用者は、館の利用を中止しようとするときは、山口ふれあい館利

用許可取消願（様式第３号）に利用許可書を添えて、速やかに指定管理者

に提出しなければならない。  

（特別な設備）  

第６条  利用者は、条例第１７条の規定による許可を受けようとするとき

は、その内容を記載した仕様書を利用許可申請書に添付しなければならな

い。  

２  前項の許可は、利用許可書にその旨を表示して行う。  

（遵守事項）  

第７条  利用者又は館に入館しようとする者若しくは入館した者は、条例に

定めるもののほか、次の事項を遵守しなければならない。  

（１）  公の秩序又は善良な風俗を乱す行為をしないこと。  

（２）  館内を不潔にしないこと。  



（３）  他人に迷惑をかける行為をしないこと。  

（４）  所定の場所以外に出入りしないこと。  

（５）  飲酒して入浴しないこと。  

（６）  前各号に掲げるもののほか、指定管理者の指示を遵守すること。  

２  指定管理者は、前項の規定に違反する者又は違反することが明らかな者

に対して、遵守事項を守るよう指導しなければならない。  

３  指定管理者は、前項の規定による指導に従わないものに対しては、館へ

の入館を拒絶し、又は退去を命ずるものとする。  

（責任者の設置）  

第８条  指定管理者は、利用者が館を利用している間における館内の秩序を

保持するため、利用者に対し、責任者を置くよう命ずることができる。  

（損傷及び滅失の届出）  

第９条  利用者は、館の施設又は附属設備を損傷し、又は滅失したときは、

直ちに山口ふれあい館損傷・滅失届（様式第４号）により届け出て、指定

管理者の指示を受けなければならない。  

（利用の終了）  

第１０条  利用者は、館の利用を終えたときは、直ちに指定管理者に届け出

て点検を受けなければならない。  

（軽食喫茶室の経営）  

第１１条  条例第２２条第１項の規定により軽食喫茶室を経営しようとする

もの（以下「経営者」という。）は、軽食喫茶経営許可申請書（様式第５

号）を山口市教育委員会（以下「教育委員会」という。）に提出しなければ

ならない。  

２  経営者は、条例第２２条第３項において準用する条例第１７条の規定に



より館に特別な設備を設置し、又は館の施設若しくは附属設備に変更を加

えようとするときは、その内容を記載した仕様書を前項に規定する申請書

に添付しなければならない。  

３  教育委員会は、条例第２２条第１項の規定により経営の許可をしたとき

は、軽食喫茶経営許可書（様式第６号）を交付するものとする。  

（原状回復の義務）  

第１２条  経営者は、軽食喫茶室の経営を終えるとき、又は条例第２２条第

３項の規定において準用する条例第１２条の規定により許可を取り消さ

れ、若しくは利用の中止を命ぜられたときは、その利用した施設又は附属

設備を直ちに原状に回復しなければならない。ただし、教育委員会の承認

を得たときは、この限りでない。  

（利用の申請及び許可の特例）  

第１３条  第２条第１項及び第３条第１項の規定にかかわらず、館の利用許

可の申請（許可された事項を変更しようとする場合を含む。）及び利用の許

可に係る手続等については、施設予約システムを用いて行うことができ

る。  

（補則）  

第１４条  この規則に定めるもののほか、館の運営に関し必要な事項は、別

に定める。  

附  則  

（施行期日）  

１  この規則は、平成３０年４月１日から施行する。  

（経過措置）  

２  この規則の施行の日の前日までに、山口ふれあい館設置及び管理条例施



行規則（平成２２年山口市規則第８９号）の規定によりなされた処分、手

続その他の行為は、この規則の相当規定によりなされたものとみなす。  



 



 



 



 



 



 


